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2024 年 12 月 16 日 

あいの風とやま鉄道㈱ 

あいの風とやま鉄道の安全に関する取組み 

 

１． 基本的な取り組み 

 当社は、「安全性の確保」を最優先として、法令順守のもと社員一人ひとりが責任を自覚し行動す
る取組みを進めると共に、社員の声や他会社での発生事故等の情報を基にリスクを検証し、必要なハ
ード・ソフト対策を講じています。 

この事により運行開始以来、大きな事故（列車事故）もなく今日まで運営を行なってまいりました
が、更なる安全性の向上に向け、今後も引き続き着実な取組みを推し進めてまいります。 

２． 安全目標及び事故・輸送障害の発生状況 

(1) 安全面で重大な事象 

  『発生件数を「0 件／年」』を目標としている。 

事象 
2021 年度 

実績(件) 

2022 年度 

実績(件) 

2023 年度 

実績(件) 

2024 年 

11 月末実績(件) 

列車衝突 0 0 0 0 

列車脱線 0 0 0 0 

列車火災 0 0 0 0 

お客様の死亡事故[0] 0 0 0 0 

作業者の死亡事故[0] 0 0 0 0 
 

(2) 安全面で危険では無いが、お客様にご迷惑をかける事象 

『部内原因における輸送障害件数を「3 件以下／年」』を目標としている。 

 

※ 部内原因 : 鉄道設備の故障や社員の取扱い誤りによるもの 
※ 輸送障害 : 旅客列車に 30 分以上の遅延や運休が発生したもの 

 

系統 
2021 年度 

実績(件) 

2022 年度 

実績(件) 

2023 年度 

実績(件) 

2024 年 

11 月末実績(件) 

指令 0 0 0 0 

駅 0 0 1 0 

乗務員 0 0 0 0 

車両 1 0 3 1 

施設 2 1 0 2 

電気 2 2 1 0 

その他 1 0 1 0 

計 6 3 6 3 

 

３． 鉄道におけるリスクと当社の状況 

鉄道における重大リスク事象として、列車「衝突・脱線・火災」がありますが、「衝突・
脱線」については ATSや車両異常挙動検知装置、「火災」については難燃素材の使用などの
ハード設備により、発生を抑えています。また、保守については基準を設定し、お客様に不
安なく乗車していただけるレベルを確保しております。 
課題としては、社員の約 7割が鉄道経験 10年未満と経験歴が短いことから、継続した訓

練などにより、技術継承と人材育成を行なっています。 
例として、10月 30日深夜、高岡駅にて停電時の対応訓練を実施しました。 
また、9 月に発生した JR 貨物鉄道㈱の輪軸データ不正改ざんから始まった一斉調査につ

いては、当社が保有するすべての車両について緊急点検を実施し、問題がない事を確認しま
した。 

資料２ 
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４． 安全に関する取り組み事項（2024年度重点行動計画） 

安全の確保は、一人ひとりの社員が自身の役割を正しく理解し確実に実行することで成
り立ちます。そのために、決められた「ルールの遵守」、意識ある「基本動作の実行」、業務
に対する「知識・技能の向上」に向け以下の具体的取組を行っています。 

 

１． 決められたルールを遵守し、意識ある確認と基本動作の実行 

 規程及びルール制定の経緯や背景等の理解と遵守 

 意識ある指差確認・喚呼による 確実な 「基本動作」、「基本作業」

の実行 

 

２． 業務に対する知識・技能のレベルアップ 

 自身の業務を確実に遂行できるよう、知識と技能のレベルアップ 

 学んだ知識や技能を業務の中で活かせるよう日頃から訓練を実施 

 

３．自然災害や異常時における対応能力の向上 

 事故や自然災害、テロなど不測の事態での対応力向上を目的に、

系統別の訓練を継続するとともに、各箇所を横断する全社的な

「総合対応訓練」を実施 

 各系統が参加する 現車を活用した異常時対応訓練や運転士シミ

ュレーターの活用による異常時対応能力の向上 

 

４．安全管理体制の確立 

 運輸安全マネジメントの理解を深めるための研修を継続して実施 

 各箇所のヒヤリ・ハット情報を社員で共有し、自箇所における類

似事象の発生防止に努める 

 労働災害防止を目的とした専用施設での体感研修や ＶＲを活用

した業務上の ミスを体感できる訓練の実施 

 

５．安全に係る設備の充実 

2024 年度設備の導入・改修（主なもの） 

項 目 備 考 

保安防災対策 
・線路のり面の保全(Co シート、張りコンクリート) 

・歩行板の新設 

・地震計の更新                等 

安全・安定輸送 
・信号機等の LED 化の推進 

・踏切保安度の向上              等 

保安度向上 

・法指定踏切の拡幅整備（新村踏切） 

・旧吉田踏切の撤去 

・重点区画等におけるレール交換 

・県東部地区光ケーブル化の推進        等 

老朽取り替え 

・庄川橋りょうの塗装 

・石動変電所主変圧器の更新 

・IC 関連機器等の機能性向上 

・呉羽駅旧こ線橋撤去 

・電柱化（コンクリート）の取替え       等 

 

信号確認風景 

シミュレーター訓練風景 

運輸安全マネジメント研修 

受講風景 


